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沖縄 地 方産 食用海 鼠 の種類 及 び學名 ω

大 島 廣

(昭和十年一月八日受理)

緒 言 及 び 総 論

海鼠の内臓を去 り煮て乾燥 し食用の製品 となしたものを我國では延喜式以來"熱 海鼠"と

書いてイリコ(伊 里古)と訓 ませてあるが,な ほ"焦 鼠""煎 海鼠"な と嘘 書 く場合もある。
ハ イサミソ

芝那で"海 参"と 呼ぶのは蓋 し張精剤 としτ その数験が人参に匹敵すると云ふ所に由來した

もの らしい。 南洋 諸地方か ら盛にこれを 支那に輪出し,馬 來語で これを 又は

と云ひ,ス マ トラの南岸及び西岸では,南 部モルッカ

の或 地方では と呼ぶ 由である(3,P.30)。 また南洋 諸 地方の 市場に弘 く通用する

と云ふ名は西班牙語 即 ち ウミナメクヂ からの転訛 であると

云ふ。

北は樺太 ・北海道から日本海 ・太平 洋両岸に沿うて南鹿児島 に及び,ま た朝鮮の東西両岸に

亘つて廣 く分布する は我國に於ける最 も普通な殆 と唯 一・と云つ

てよい程の食用種で,こ れにアカコ・クロコ ・トラコ・タハラコ等の異名はあつて も悉 く同一

種 である。 その製品である熱海鼠には有刺 ・無刺の区別をするが,こ れとて も同一種 の間で疵

足が著しく突出して残るか,収縮 して不明瞭 となつてゐるかの差異に過ぎない。更に製造法の
ク シ コ ノ シ コ

相違からは串海参 ・炭斗海参等の別が生ずる。

この他には 北陸地方で ムカディリコと呼ばれる

及び宮城縣下の有名なキンコ(光 参)の2種

があるけれL7.,共に小局部の産に限 られて食用種 としては甚だしく重要ではない、

薩南諸島か ら沖縄地方へかけた,所 謂琉球弧の島 々には上記の3種 は棲息 しない代 りに多数

の食用種があつて盛に漁獲 され,製品 として輸出 され る。往時の記録では"從 來年 々三四萬斤

を製して清國に輸出し,両 明治 ヒ年 に至 りても一八 ヒ六〇斤 を輸出せ り"(8,p・9)と あるが,
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1)九 州帝國大挙動 物學教室業績・第67號 ・日本農學會臨時大會(鹿児島)に て口演(1934・H・24)・



近年の統計によれば沖縄縣の海鼠漁業は下の如 き数字(単位 圓)を 示 してゐる(10、。

漁 獲 物

製 造 物

また八 重山郡 のみに就い て見 るにr昭 和5年(1930)に 於 ける漁獲物 は次 の如 くであ る(11)。

石 垣 町 大 濱 村 竹 富 村 與那國村

数 量(貫)

債 格(圓)

これ らは鰹節 なと噛とは勿論比較 にな らぬ少額で,鯛 や鯵鰭 な さσ)産額 に比べ て さへ僅 々十分

一乃至数 十分一 に過 ぎない。

琉球 産海参の品種 につ いて水産局 の調査 した所(8,PP・9-10)に 操 る と"チ リメン・シe"一一一.・

ゾウ リグタ ・クラウソウ 。シ ロウ ソウ ・カズマル ・ハネヂ イ リコ ・シナ フヤ シ・メーハ ヤー ・ナ

ンフウ等 な り且つ其品位上好其債甚 高 し 其中 カズマル と稔 す るものは清國にて開片梅花 参 と

ア のル

樗 す る 上好 の もの な り叉 チ リメ ン は百斤 の清貨百四十両,其 他 も上品五+両,中 品四十三両,

下 品三十五両 の高債 な りし"と あ り,こ の 書 には 圖版 に チ リメ ンイ リコ ・シビー ・ゾ ウ リグ

タ ・黒 ウサー ・白 ウサ フ ・カズ マル ・勿 地 イ リコ ・シナ フヤ ・メー ハヤー ・ナンプ 等 の琉球

産 然海鼠 の圖 を示 して ある(本 文中の 構 呼 と綴字を 異にす る もの があ るが わ ざと原の通 りに

記 しτ置 く)。

ウスウ

同じ水産局の別な書(9,P・53)に"烏 趨郎ち肉刺なく鯛あり色黒 きもの を も貴ぶ べ し我

琉球のチリメンイリコ之に當 る"と あ り,更 に訳の如 く述べてある"清 人の 説に日本の海参

は南洋印度より輪人するものに比すれば身薄 くして味澹 く印度海参は身厚 くして味濃 なり債

過高と錐 も毎斤 日本海参二三斤に抵 たるに 足る其性質同じか らざれば なりと是れ 本邦從來海

参を輪出するもの年 々に盛なれさもその 品種 たる概ね有刺海参に止 まり無刺海参に至ては殆

さ未だ出でざるに因れ り,そ の彼に於て債貴 く且つ需要多しとなす無刺海参の種類は亦た決 し

て産せざるに非 らず夫の梅花参及び烏趨の如きは既に琉球島に産するあ り故に 之に類 する

もの両 ほ該高に多か らん とす その他薩隅の諸島小笠原諸島の 如き亦 この産なしとせず將來詳



索 して以て 盛に 製出せ ざるべ か らず 蓋 し琉球人 を除 くの外從來 之を製 出せ ざるは無刺海 参は

清人 の嗜 好に適せ ず と想像せ しに因 るべ し 夫 れ有刺海 参輸 出の利は 現 に我経 濟」tに補 あ るこ

と砂 か らず,若 し無刺海 参 と併せて輸出す るに至 らば其補盆愈 々大 な らん とす"(PP・57-58)。

圖版 には烏元参 ・靴参 ・烏條参 ・赤参 ・岩 参 ・開片梅花 参 ・白海 参等 を描 いてあ り,白 海参 に

つ いては``多 く暖海 に産 し現 に毎年清國へ輸入せ るは邉蓬 呂宋及 び南方諸邦 の 國産 に 係 れ り

我琉球島 に産 す る ガスマル ・シロウサメ の如 き も白海参 に して尚 ほ小笠 原島 の如 きに も此産

な しとせ ず"(p・64)と あ る。

なほ また南洋諸地 方に於 け る 海鼠 の漁獲 ・海参 の 製 造輸 出等 につ いて 記述 された もの(シ

モン トス,1881)を 見 るに ニウ ヵレ ドニァでは鳶 色海 鼠 ・眞 黒海 鼠 ・淺 黒海 鼠 ・赤海 鼠 ・白海

鼠 の5種 を匹別 すべ く,同 地 方の商品中主眼 ノー・一ニシテ 毎年 輸出 ノ高殆 ト四千 圓許 二至 レリ"

とある。 そ して上記 の鳶 色の もの は"支 那 ニテ ー噸 ノ債 九十 圓 乃至 百 圓 二 縢貴 セ リ"と 云

ふ。 またスー ルー及 びマ ニラでは海鼠 に次 の10種 を恒別 す ることが出來 る と云 ふ,曰 く"第

一 「ハン コリユ ガン」 長 サー尺 二寸 ヨリ五寸 許 ア リテ其形 圓 ク背 部鳶 色腹 部梢 白色 テ帯 テ左右

乳房 ノ如 キモ ノア リ其罷 ノ・固 クシテ僅 二進退 ス ト錐 モ 伸縮 自在 ナ リ ト云 総 テ 此種 類 ノモ ノ

ハ 海 ノ深 サ ニ尋 ヨリ十尋 許 ノ赤 色テ帯 タル礁及 ビ砂 二 附着 ス故 二之 テ 見分 テ捕 獲 スル鋳難

シ。 第 二 「キー スキー サ ン」長 サ六寸 ヨ リー尺 二寸許 ノモ ノア リ背部眞黒 ニシテ 甚滑 二腹部

黒灰 色 ニテ左右乳 房 ノ如 キモ ノ ァ リ其形 圓体 ナ レ ドモ縮 タル時 ハ 恰 モ鶉 ノ如 シ此種類 ハ赤

色 テ帯 タル礁 及 ヒ沙海 ノ淺所 二多 シ其債 ・・第 一種類 ノ 「ハ ンコ リユ ガン」 ト同 シ最 モ 霧 多

ニシテ容 易二 捕獲 シ得 ヘ シ。第三 「テレパ ン」長 サ 八九寸 ヨリニ尺 許 ノモ ノア リ種類 中最 モ

異形 ナ リ礁 海深 サニ三尋位 ノ所 二 最多 シ ト云其 色 ハ第 一第二種 ノモ ノヨ リモ 稽緒 色ニテ背

部大 ナル 赤刺 ア リ其髄 ハ 第二種類 ノ モ ノ ヨ リモ 軟弱 ナル ガ故 二 蔵割 スルニ 甚難 シ ト云。

第四 「ミユ ナング」小 ニシテ 長 サ 八寸 ノ上 二 出ルモ ノ紗 シ其 色ハ 眞 黒 ニシテ形 圓 ク乳房 ノ

如 キ モ ノナ ク甚滑 ナ リ淺海 二多 シ 叉海岸 ノ艸 多 キ所 ニモ 生 ゼ リ(中 略)。 第五 「サハー ト

ウスシナ」 ハ 赤鳶 色ニシテ全体 二鐡 ア リ其大 サバ 「ミユ ナング」 ト殆 ド同 クシテ 多 ク岩礁 ノ

間 二発見 セ リ。 第六 「ロー ロー ワン」 ノ・黒 色 ニシテ搬 ア リ大 小種 々 アレ圧概 ネ細 長形 ニシ

テ 礁海 二多 シ。 第 ヒ 「パ ラチー ブ ランコ」 ハ 長 サ八九寸 許圓形 白 色ニシテ少 ク燈 色テ帯 タ

リ 日中ハ 礁 間及 ヒ沙中 二 贅伏 スル カ故 二月夜捕獲 スル テ便 トス。 第 八 「マタン」 ハ其形 「パ

ラチー ブランコJ二 類 ス レ圧黒鳶 色ニシテ 白キ小斑点 アル ラ以 テ 異類 トセ リ。第 九 「ノ・ンセ

ナン」 ハ長 サー尺 許緑 色 テ帯 テ搬 ア リ多 ク淡水海 二人ル厩 二住 セ リ。 第十 「サハ ア トスクラ



ン ト」長 サ ーi尺二寸 ヨリ五寸迄 ノモ ノア リ 白鳶 色 テ帯 テ 鐡 アリ甚下等 ノ種類 トス!f(7 ,PP.

146・d--148)o

また 同書 の別 な簡所 に大 英 博物館所藏 の 標本 とその 債格 とを示 した表 が あ るが"ソ ノ名稽

ハ鐸 シ難 キモ ノモァ リ故 二姑 ク原語 ノ儘 テ記 ス"(P・152)と 断 はつ て12種 を塞 げて ある
。

その つちわつ かに原名を推測 し得 る もの は 「グ レ トホ ワイ トス トン」

「グ レトプラクス トン」 「スクヘヤスヒニー」 の3つ

に過 ぎない。

・以上の記載では各々につき動物學上の 同定をなすこと甚だ 困難であるが,た ・維 かに第三

「テレパン」 が蒸海鼠一般に対す る馬來語で,こ の 場合 特に即ち

(後段参照)を指すものであること殆 と疑がない。 が蘭領印

度地方に於ける海鼠の種類 と方言 とを調べた ものに楯 手類 種を列墨 して

屠るが,そ れ らに就いて多数 各地の方言を示 してあ るのを上記の10種 に較べて見 るに,か σ)

「ハンコリユ ガン」と云ふのが恐 らくPalelehの 方言バンガルンガン に當 るの

ではあるまいかと思はせる外には,一 つも似通つた名稽を発見 し得ない。多分 それらは和蘭語

及び馬來語,ま たはそれ らの韓説 した言葉であらうε思ふ。

箕作佳吉博士(1912,4)は 明治34年 の春,親 しく奄美大島及び沖縄本島の諸地方に旅行

を試み,特 に海鼠類を採集 調査 されたが,同 地方産 の食用海鼠十数種のうち7種 の方言を示 し

昆つその或物の當時に於ける債格をも記 しτ屠られる。 大島(1913,5)は 箕作博士の遺 され

た事記や原稿を参照して 食用海鼠の 種類について 記した ことがあるが,そ の中に琉球地方産

のもの12種 を算へた、

筆者は昨年及び今年(昭 和8,9年)八 重山地方の族行に際 し,海 鼠類の同地方方言を聴 き集

めたが,更 に古賀商店八重山支店の照屋清榮氏から9通 りの製品熱海鼠を贈 られ,そ σ)一々の

便格及び市場に於 ける名稽を も教へて 貰ふことが出來た。 いま夫等を検査 した結果 とさきに

箕作博士の記 された もの とを線合 して,各 種 に就き簡胆に記載しようと思ふ、動物學上の分類

及び學名については 幸ひ 周 に關して の,間に 關 して

の整理 されたものがある故これ らに從ふことにした。 侮製品 の名総

は必ずしも八重山乃至沖縄本島地方に限 られた方言ではな く,市場 に於いて一般に通川する專

門的な名 らしく,償 格は 箕作博士によるものと筆看が 照緊氏か ら學んだもの との閥に可なり

の相違を見る場合があるが,こ れは時間的に30年 以上の隔 りがある上に,前 着は恐 らく那覇

ananas

PANNING  (1929,  ' 34, 6 )

(= great black stone),

Sticlanpns

(= great white stone)

(= square spiny)

tripang nanas

KoNINGSBERGER (1904, 3)

(Aspidochirotae) 14

CLARK (1922) 2 )

(bangaloengan)

flelntlanria

Thelenoto



市場に於ける償格,後 者は八重山に於けるものと云ふ 地方的差異が加はつてゐる故であり,更

に恐 らくは上に掲げた表で見 られる如 く年によつて豊凶があ り從つて 市債に 高低が生ずるた

めで もあらうかと思ふ。

各 論

屡 Holothur  a LINNE, PEARSON emend.

亜厩 Holothuria PANNING

1. Holothuria (Holothuria) atra JAEGER

(第1圖)

老成すれば燈長45-60cmに 達 し全身紫 色を帯びた 眞黒色を呈 し,若 く20-30cmの体

長の ものでは濃褐色であるが,そ の黒 い地に屡 々細かい白点が散在して 見 られることがある。

通常の場合体 の表面に砂を着 けτ厨り,そ の砂が所 々剥げて黒色

の地を顯 しτ居るのを見 る。 骨片には小形環状の基部を有する櫓

状体 が 多 く見 られ,外 に小 さい穿孔板乃至x状体 が 分岐 して花

紋状を呈するもの がある。 本種は分布極めて廣 く,西

はザンヂバル ・紅海か ら東ハ ワイ迄,南 は クヰンスランド・クッ

リ

ク諸島,北 はわが奄美大島に及ぶ。 箕作博士は大島の名瀬 ・蘇苅,

じ むや かせ

沖縄 自謝加瀬等か らの標本を検して居られる。

上述の如 き廣 い地域 に亘つて暖海に極めて普通に見 られる海鼠

である。 箕作博士によれば大島では本種 をクロミシキ リと呼ぶ由

であるが,そ の製品を見なかつたと云はれる。 シキリは海鼠の意

で八重山では輻 じてスクル(skrU)と発 音する。CLARK(1,p・174)

の トル レス海峡地方での調査によれば,本 種の体 長20-30cm

迄の間は珊瑚礁間の淺所に甚だ多 く棲息するに拘 らず漁夫はこれ

を探 らず,老 成 して45-60cmに 達 して 海の深みに移つたもの

からは始 めて良好 な製品が出來 ると云ふ。蓋 し体壁 が厚 く肉質に

なる故である。筆者が槍 した八重山産の製品シーハ ヤー(第1圖)

は本種である。 蘭領印度 諸地方 での 名は

(rosettes)

 tripang radjah, t.

第1圃

シ ー ハ ヤ ー ho.othurif

(flolothziria) atra JAEGER.

X 3/4• 八重山産(原 圖)一
kandang-kandang, t. kaling-kaling, t. batoe kling, t. tinibako-



等。 この最後の名は血海参 と云ふ意味で,や ・色の薄 い品種 に與へ られたもの

である。値は1ピ クル60--100グ ルデンと云ふ。

筆者は本種を クロナマコと呼んでゐるが,八 重山で リーサン又はフースクル(フ ーは黒の

説)と 呼ぶは本種であらうかと思ふ。体 を小片に刻んで海中に投ずると魚類 が死んで浮 くと

云ひ,ま た鍋で煎 じた肉汁を海中に流す と魚を弱 らせると云ふことなさを聞 いた。ω

long, t. dara

2.  Holothuria (Holothuria) edulis LESSON

体長40cmに 達する。背面は紫黒色で腹面は鮮紅色,管 足は黒貼 として見 られる。 骨片は

櫓状体 と釦 とであるが,前 者にあつては基底が小 さく櫓の柱は可な り発達し,上 端が披がつて

居・る。釦は小 さく通常菱形で4個 の孔を有するに過 ぎない。 本種の分布はモザンビク・ザンヂ

バルか らカロリン・フィジー 群島に及び
,北 は わが奄美大島迄,南 は クヰンスラン ドに達す

る。箕作博士が本種を採集 された大島の薩川 ・蘇苅両 地は本種分布の北限になつて居る。

本種を大島ではアカミシキリ,沖 縄ではアカワタと呼ぶ,後 者は腹面が赤 いと云ふ意味であ

る。蘭領印度では な♂の名で知られ,1ピ クルにつ

き僅かに5グ ルデンを値するに過 ぎぬと云ふ

tripang batoe kling, t. goesoh, t. dara

(KONINGSBERGER)0

3.  Holothuria (Holothuria) scabra JAEGER

盟長73・5cmに 達するものがある。 背面は帯緑暗褐色,正 中線に沿 うて最 も濃 く,両側淡

色,腹 面白色となる。その上に管足が黒 く点在 して見 られ る。時 としては背面がクリーム色で

これに褐色の斑紋を有するものもある。骨片は櫓状体 と釦 とで,後 者は3対 の孔を有す るを通

例 とし,中 綿 に沿 うて疵 を生 じて 居る・ 本種 の分布 は西 ナ ター ル・紅海 か ら東 カロ リン ・フィジ

ー両群島迄
,北 はわが奄美大島,南 は トルレス海峡に亘つて鑛がつてゐる。 箕作博士は大島の

瀬 戸内海峡(?)で 本種を採集 された。

箕作博士は沖縄産の乾製品を見て居 られるがその市場に於ける名称 を記 されてない。 蘭領

印度では

等々の名があ り,1ピ クル15-30グ ルデン の値がある

tripang gamat betoel, t. taai koetjing, t. boewang koelit, t. kapoer, t. poetih, t.

 bakon, t. passir, t. kaos, t. paleh

(KONINGSBERGER)0

4. Holothuria (Holothuria) vagabunda SELENKA

罷長約20cm・ 暗褐 色乃至淡褐色,腹 面白色。骨片は表暦に櫓状体,深 暦に釦が見 られ,後 者

2)日 本山海名産圖會,巻 の四に"蒸 海鼠の汁叉は 鯨の油 を水面に点滴すれば 塵埃を開きて水中

透明底を見る事鏡に向ごとく"容 易に海鼠を捕 ることが出來 るとあ るは,今 の場合と目的は違

ふが何等か關係があるのではないかと思はぜ られろ。



は3対 の孔を有す る。 キュヴィエ氏器は良 く発達 してゐる。 本種の分布は極 めて廣 く,西 は

アフリヵ東岸か ら東は南米ペルー迄,北 はわが本州南岸,南 は濠洲 アデレイド迄,印 度洋 と太

平洋 との殆さ全部に亘つてゐる。わが伊豆の神津島が分布の北限となつて居り,箕 作博士 はな

ほ四國 ・日向 ・薩摩の諸地点,甑 島,及 び奄美大島,沖 縄等の産を検 しτ居 られる。

食用としては箕作博士は何等言及せ られぬが,蘭 領印度地方で も製品として価値大な らずと

云 ひ,

等の名で取引 される。 この最後の樗呼は本種が容易に キュヴィエ氏器を放出して採取 者を拶

ます特性を表はした名であると云ふ

tripang talengkoe, t. hideung, t. itam, t. boeboeta, t. sandoerei, t. koenting, t. getah

亜厨

 (KONINGSBERGER)c

BOl2adschZa JAEGER, PEARSON

5.Holothuria (Bohadschia) marmorata (JAEGER)

燈長40cm,幅14cmに も達する大形の種。 生時に於 ける色

彩は全面黄褐色,腹 面は淡色,時 には殆さ 白色に近いが背面は濃

く,こ れに大小 不規則形をなした黄色の斑紋があ り,そ れ らは濃

赤褐色の細い輪廓で圃まれてゐる。 その状恰 も地圖の如 くで,本

種の種 名はその模様を形容 した ものである。体 壁厚 く肉質,良 く

発達した キュヴィエ氏器がある。 皮膚の表暦にある骨片はX状体

から導かれ る微細な花紋様骨片で 分岐の先端が皆丸 く憤がつて居

り,屡 々 それ らが互に癒着 して穿孔板 乃至 鮪圓形の板状体 とな

る。深部には本種特有の卵形乃至楷圓形の顆粒 がある。

本種の分布はモー リシァスからフィジー に亘 り,北 は我が沖縄

に達 し,箕作博士の採集 には那覇港口自謝加瀬産の者がある。 同

博士 の記事には 本種が 食用 となる由を 云つてないが,

によれば本種は蘭領印度諸地方で

等の 名で 呼ばれ,1

ピクルにつ き5グ ルデンの債を以て取引 されると云ふ。

 BERGER

KONINGS-

tripang talek, t. getah,

t. kawas, t. doejoeng, t. tjotjak, t. olo-olo

6. Halal/Luria (Bohadschiia) argus (JAE_GER)

(第2圖) 第2圖

メ ハ ヤ ー,ミ ハ ヤ ー

大 なるは長 さ35cmに 達する。 生時は帯黄灰白色の 地に極め

て特有 且つ顯著な斑紋を有するがた め一見他種か ら区別すること

が出來る。 それは背側に多少不規則 な縦列をなせる眼状紋で,疵

 IIolcthui•ia (Bohadschia) 

argus (JAEGER). X 314.

八 重 山 産 ・(原 圖)・



足の基鄭が黒斑をなし,之 を続つて 黄色の小区域があり外方に向つて漸次暗黒色となり,鋭 く

区切られた狭 い白色の環で園まれてゐる。斯様な斑紋は必ずしも正圓をなさず,時 に不規則形

となり或は相隣るものが互に連合することがある。 腹面も帯黄灰白色であるが眼状斑紋を有

しない。皮膚の骨片は,繊 細な唐草様花紋状体 で,前 種に見 る如き深部の卵形顆粒 がない。体

壁肉質,キ ュヴィエ氏器がある。

本種は セイシェルか らタヒチに,北 は大島 ・沖縄に及び南は クヰンスラン ドに亘つて分布す

を や ん

る。 箕準博士 は奄美大島蘇苅,沖 縄島自謝加瀬 ・喜呈武崎 ・知念崎 ・糸満等で本種を採集 さ

れたが,筆 者等も八重山諸島の珊瑚礁で屡 々これを見た。箕作博士によれば奄美大島ではアヤ

ミシキリ,沖 縄でメハヤー(目 勿屋)と 云ふ由,八 重山では託つて ミハヤー と云ふ。 蓋 しアヤ

ミは綾目で美 しい紋様を意味するのである。 なほ 八重山で ミー ピカラー即 ち目光 ると云ふ意

味の名ある海鼠があると聞いたがこれも本種の ことかと思ふ。蘭領印度では

及び の名があるが は蛇の眼と云ふ意味である。 本種の學名 を始

めこれ ら諸地方の名構はかの眼様紋に因んだ名であること勿論で,こ の他なほ豹魚 ・虎魚 ・斑

魚等の意味で呼ばれることがあ り,筆者 も和名として ジャノメナマコと呼んで居る。製品(第

2圖)は 沖縄で100斤 の債17圓(箕 作),八 重山で15圓(照 屋),南 洋では1ピ クルの

債25グ ルデン すると云ふ。

t. patola oelarmata

(KONINGSBERGER)

tripang oelarmata

 algUS

7. Holothuria (Bohadscliia) vitiensis (SEMPER)

体長30cm以 下。 背面は淡黄褐色の地に散在する各疵足の基部には暗褐色 の小環がある。

体の両側にはや ・大 なる十数個の斑貼が不規則に並 び,腹 面は白色を呈する。骨片は前種 のに

似るが深部に卵形の顆粒 が無い。分布はニコバルからサモアへ,北 はわが奄美大島に達する。

箕作博士は大島蘇苅産の標本を記載 され,大 島の住民がこれをシロシキリと呼ぶ由を述べτ居

られるが食用 としては 一言 も云はれてない。 によれば 蘭領 印度 諸地方では

な3と 名づけ られ,肉 厚 く骨片少きがため良好 の

製品となる由である。

tripang krido, t. getah, t. gama, t. lai-lai

KONINGSBERGER

8. Holothuria  (Bohadschia) bivittata (MIZ'SUKURI)

(第3圖)

体長約30cm背 腹著しくその色彩を異にし,背 面の地色は黄乃至褐色,こ れに2條 の幅廣

き暗褐色 の横縞が走 る。種名 はこれに因んだ ものである。腹面は一様に淡褐色 または

殆♂白色に近い。 皮膚の骨片は前掲の諸種のそれに似て,X状体 から導かれた花紋様の小体,

 bivittata



又はその肥大による楕圓形の板状体 。 キュヴィエ氏器はよく

発達してゐる。

箕作博士は沖縄島知念崎産の標本によつて始めて 本種を記

載 されたのであるが,な ほ宮古島産の製品を槍 して居 られ,筆

者は八重山で生体 を見,ま た製品(第3圖)を 得た。沖縄で

も八重山でも本種の製品を スナノ・ヤー と呼ぴ,100斤 の債八

重山では15圓 である。

亜屡 Actinopyga BRONN, PEARSON emend.

9. Holothuria (Actinopyga) lecanora (JAEGER)

(第4圖)

体長30cm・ 背面は生時紫黒色(酒 精浸後 チョコレー ト

色)の 地にや ・横走する不規則形黄色の斑紋があり,腹 面は

白色。 骨片は短い稈状燈の両端が数次分岐 して春髪状を呈す

るもの,乃 至花紋様の小体。 分布はモー リシァスか らトンガ

タブ迄,北 は沖縄,南 は大塗礁地方迄。

第4圖

シ ビー

八 重 山 産 ・(原圖)・

 Holotkuria (Actinopy-
,,a) lecanora (JAEGER) .

X3/4.

第r・ 圖

ス ナ ハ ヤ ー

八 重 山 産 ・(原 圖)・

 Holothuria (Bohad-
schia) bi villa a tMITSUKURI).

X 3/4.

は本種は次に述べん とする種 の一変種 と

すべきであらうか と云つて居る 。

箕作博士は 沖縄島 糸満 ・喜屋武崎 等で本種を採集 された

が,沖 縄でも八重山でも本種の製品をシビー と樗する(第4

圖)。 箕作博士はこれに志比宇 と云ふ字をあて,子 安 貝に似

ると云ふ意味な りと記 して居られる。 八重山では子安貝のこ

とをシビー と云はず説つてスビ(sbU)と 云ふ。 この海鼠が体

壁を縦に裂かれ強 く短縮 して圓 くなつた 製品の形がや ・子安

則 こ似てゐる所からかく呼ぶのであらう。(1,P.188>

によれば トルレス海峡地方の漁夫はこれを石魚 と云ふ意味の

名で呼んでゐると云ふ。 本種 は上品に周 し,八 重山での債格

は100斤 につき50圓 である。

PANNING miliaris

(6,  p.127)

CLARK



10. Holothuria (Actinopyga) miliaris (Quov et GAIMARD)

第5圖

チ メン

沖縄本島産?(箕 作原圖)・

 Holothuria  (Actino-

pygal miliaris (QuoY et 
  GAIMARD). X 3/4•

(第5圖)

体長27cmに 達す る。生時は全体 一様に 暗紫 色乃至暗褐

色を呈 し,腹 面は少 しく淡色である。体 表の骨片は細い稈状

髄の左右に多 くの短い小枝を生ずるもの,及 び小形や ・不完

全な花紋様燈。 分布はモザンビク・紅海からカロリ ン・トン

ガ諸群島に亘 り,北 はわが奄美大島に及ぶ。 箕作博士は大島

の蘇苅で本種を獲 られた。

本種で製した 熱海鼠(第5圖)は チリメンと呼ばれる。

蓋 し表面が強 く細 かい雛襞 を 生じてゐることに因んだ名であ

る。 蘭領印度 諸地方の名は

等 々多数あ

るが他は省略する。 トル レス海峡地方では烏参

の名が ある。 債格は さきに引 用 した 如 く100斤 の債清貨

テ　ル
140両,箕 作博士に よれば沖縄で120圓,に

tripang balibie, t. batoe, t.

belang oeloe, t. betoel, t. bilaloe, t. djepoeng

よ れ ば1ピ ク ル50・-70グ ル

デ ン で あ る と 云`ふ 。

(black fish)

 KONINGSBERGER

11. Holothuria (Actinofiyga) mauritiana (Quoy et GAIMARD)

,(第6圖)

体長35cmに 達す る。通常はオリーヴ褐色乃至號珀 色の

地 に疵足の基部を白斑が園んでゐる。 これ らの褐 色部と白色

部 との籏がりの比牽 に著 しい変 異が ある。 腹面は淡 ピンク

色。背面の骨片は多 くの短い側枝を有する稈状燈 と,短 い花

紋様艘。 腹面では鋸歯状 の縁を有する太い稈状体 と,多 数重

な り合つた橋圓形板状の小体 とである。 分布は 極めて廣 く,

匹iはモザンビク及び紅海,東 はハ ワイ・マアケサス及び パウ

モツの 諸群島,北 は沖縄,南 は フィジー群島に及ぶ。箕作博士
い な ん ぜ

は那覇伊那武瀬産の標本の外に尖閣群島黄尾島の産(宮 島幹

之 助博士採集)を も検 して居られる。

本種 の製品(第6圖)は 沖縄で も八重山で もザウ リ或は

ザ ウリゲタ(鮭 海参)と 呼ぶが,メ ナ ドでは tripang goela,

第6圖

ザ ウ リ,ザ ウ リ ゲ タ

八 重 山 産 ・

(原 圖)・

 Holothuria (Actinopyga) 
mauritiana (QuoY et GAI-
MAKD). X 3/4.



トル レス 海挾地 方では紅 靴 の 名を 與へ て ゐ ると云ふ。八重山で アカス クル と云 ふ

は この 種 を指 すのか と思ふG償 格 は100斤 に つ き 沖縄 で60-70圓(箕 作),八 重 山 で

35圓 。上 之中の品だ と云 ふ。

(red fish)

12.  Holothuria (Actinofiyga) echinites (JAEGER)

背面暗褐色,腹 面や ・淡 き褐色。皮膚の骨片は甚だしく分岐した稈状体 と小形の花紋様膿 と

の2種 で,両 者の間に移行型が見 られる。分布はザンヂバルか らフィジ「 沖縄からクヰンス
さ　まる

ラン ドに至る。 箕作博士は那覇港外先原で本種を採集 された。

製品は と共にチリメンと呼ばれるが,蘭 領印度でも同様の混同があり,

なS"と 呼ばれ,ト ルレス海峡地方でも と共に紅靴 と,また

と混同して烏参と呼ばれる。

 H. miliaris

kasik, t. koro

亜厨

 H.  mauritiana

Microtlzele BRANDT

tripang

miliaris

13. Holothuria (Microthele) nobilis (SELENKA)

Miilleria maculata

(第7-9圖)

全体黒 色,時 として白色叉は帯黄白色の斑貼があり,こ れ らが体 の側面に数條の横線を作 る

ことがある。体の両側に乳房状の突起が並ぶた め嘗て と呼ばれた

ことがある。 この突起は生時にのみあつて保存標本には清失 して居る。皮膚の骨片に2種 あ り,

表暦をなすは全縁,や ・四角形の基板 と4本 の柱 とを もつ頑丈な櫓状体,深 暦には厚 く相重

なれる特異な紡錘状の穿孔膿がある。 これ らは7本 の縦稈 が横稈 によつて不規則 に結びつけ

られた結果長い籠の形を作つたものであるが,恐 らく2列 の穿孔を有す る釦状板か ら導かれ

るものであ らう。後者も数多混在して見 られる。 キュヴィエ氏器は良 く発達 してゐる。分布は

酉ナタール及び紅海から束ハワイ 及び フィジー迄廣 く延び,北 はわが沖縄に及ぶ。箕作博士は

と云ふ名で沖縄庵の標本を記載 して居 られる。

本種の熱製品にはシロウサー(白 鼠 第7圖),ク ロウサー(黒 鼠 第8圖)の2品 種があ

るが箕作博士は 多分生時の色彩の変異に因るのであらうと云はれ る。 トル レス海峡産の もの

に石参 白靴 烏双蟲 等 の外に 乳房を もつ魚 と云

ふ意味の名がある。 さて さきに引用 したもの(8)に クラウソウ・白ウサフなさ と書いてあつ

ウスウ

たのは勿論本種のことであるが,別 の所に(9)烏 鯛即ち肉刺 なく鯛あ り色黒 きものとあるの

もこれに常 ると思はれる。ウサー或はウソウは烏鯛を讃んだ もの,烏 双 ・鼠なとの字は音に合

せて作つたものではなか らうか。 蘭領 印度の方言は

等地方によつて異なるが,

(teat fish), (white teat fish),

 "  Holothuria mammi f era"

(black snake)

soesoean, t. boewang koelit, t. batoe, t. koro, eb met

tripang soesoeh, t. soesoeh batoe, t.

KONINGSBERGER



第7圖

シ ロ ウ サ ー

×3/4・ 八 重 山 産・(原 圖).

 Kolothzzria

(Microthele) nol'ilis (SELENKA),

第8圖

ク ロ ウ サ ー

×3!4・ 八 重 山 産 ・(原 圖)・

 Hololhuria

(Microthele) nobilis (SELENKA).

第9圖

サ バ

八重山産・(原 圖)・

 Holothnria  (Microthcle)
nobilis (SELENKA). X 114.

によれば は帯 白色の品に,は 黒色の品についt名 であると云ふ。 債は1

ピクルにつき110グ ルデン,ク ヰンスラン ドでは1噸 につき240膀,八 重山では クロウサ

ー100斤45圓,シ ロウサー35圓 。箕作博士は白黒雨者を区別せずに150-160圓 と記し

て居 られ る。蓋 し上品に人るべきものである。

なほ八重山でサバと稻する熱海鼠(第9圖)が あるが,外 観は白ウサーに似て居り,骨 片の

形態からすれば本種 と同定すべ きものである。t・"100斤15圓 と云ふ安債な品であるのは

恐 らく製法が異なる故であらうか。サバは八重山語で草履を意味する。

"  soesoe  " " batoe "



屡  Stickopus BRADNT

14. Stichopus variegatus SEWER

(第10圖)

頗 る大形の種で体長40-79cmに も達する。 色彩は甚だ不定,オ リー ヴ色を帯 びた黄色

に暗緑色の斑紋あるもの,黄 褐色に濃緑色の斑條あるもの,黄 灰色の地に暗褐色の斑貼及び綱

様紋あるもの,甚 だしく黒色を帯びた もの等を見る。一般皮膚内の骨片は小さい基底を有する

櫓状燈,C字 艘,及 び花紋様燈の3種 である。

本種の分布 も極めて廣 く,西 は ザンヂバル ・紅海から束は

カロリン ・サモァ諸群島に至 る。 北限はわが伊豆七島の神津

か げ ろ ま

島で,箕 作博士は大島加計呂麻島産を記録 して居られる。 な

ほ同博士の 及び の雨種 は本種

の異名とされた

沖縄 ・八重山地方では本種をダルガー と呼ぶが,八 重山で

は從來有毒だ と云つて探 らなかつたのに,昭 和7年 以來これ

を製品とするや うになり,而 かも軟かくて上々の品が 出來る

(第10圖)。 生時の色が黄色であると云ふところから,こ

れを キンと名づけ,100斤50圓 の債で費却 される(照 屋)。

蘭領印度では 等の

名があ り,1ピ クル5-15グ ルデン。特に海の深部から探 っ

た ものは債 よく25--30グ ル デンで 買は れると云ふ(Kc・

o NINGSBERGFR)

Stichoius hirotai

(CLARK, 1922, 2 )

S. oshimae

tripang hatjang goreng, t. taai koetjing

15. Stichopus chloronotus BRANDT

体長30cmに 達 し,や ・角柱状を呈する。 全身濃黒色に

緑色を帯 び…見容易に他種か ら区別せ られる。 皮膚の骨片は

櫓状体 とC字 燈 とで,花 紋様髄を欠 く。本種 の分布 も極めて

廣 くモザ ンビクからハワイまでの暖海一般に見 られ,わ が奄

美大島の薩川はその分布北限である。

第Io圃

キ ン,ダ ルガ ー

×3/4・ 八 重 山産 ・(原圖)・

 Stichnpus

vai'le,atus (SEMPER).

本種は黒 色なるが故に と共にクロミシキリと呼ばれるが,極 めて普通に饒

産 し,ltつ 大形であるに拘 ちず採取 製造 されるのを聞かない。 も ト

ルレス海峡地方に於 ける調査で同様の ことを云つてゐるQし かし蘭領印度では本種の製品に

 ff  olothuria atra

CLARK (1, pp. 157, 187)



tripang djepong, t. pandan, t. poetih, t. ringgitan, t. senie なさの名が あ り,1ピ クル15-

30グ ル デンで責 買 され ると云 ふ ことであ る

腐

(KONINGSBERGER)0

Thelenota BRANDT

16.  Thelenota ananas (JAEGER)

(第11圖)

海鼠類中最大の種で体長75cmに 達するを見 るが,が3-4駅 に達す と
ト マ ト

云つたの も強ち信じ難 くもないと云はれる。全身美 しい橙色,恰 も熟 した赤茄子の色で,背 面

第II圃

ガ ヂ マ ル

×3/5・ 八重IiI産 。(原圓)・

Thelenota

 ananas (JAEGER).

S. KENT (1893)

には微細な黄色の点が散在 し,腹 面は赤色が特に著 しい。 極

めて特異な大形の疵状突起が数箇つつ その基部で合着 して星

状を呈 し,こ れらの形態 と色彩 εIJ決 して 仙種 との混同を融

さない。 皮膚の骨片は密に重なつた極微紅顆粒 と,細 く鏡 く

尖 つたX状体 とである。 本種は ジャヴァ地方 か らマーシャ

ル群島へ,北 はわが沖縄地方に及んで分布す る。 箕作博士は

沖縄本島の自謝加瀬及び喜屋武崎の産を記録 されたDジ ャヴァ

以西印度洋に知 られないのは奇 ミすべきである。

ガヂマル ・ガヅマルなとと呼ばれる点 海鼠(第11圖)は

本種の製品で,外 に梅花参 ・開花梅花参な♂の名があり,筆者

もこれをバ イクワナマコと呼んで居る。 かの特異な複合疵足

の形に 因んだ 名であること勿論であるが,種 名 も亦

よくその外観を形容 してゐる。 蘭領 印度地方 でも

なさと同じ意味の名で呼んでゐる。 八重山で

ガザブネー と云ふのは ガヂマルの託でで もあらうか。 製品は

沖縄 で100斤40-50圓(箕 作),八 重山 で25圓(照

屋),蘭 領 印度で1ピ クル100-120グ ルデ1

トル レス海峡地方で 最良品1膀75仙 の値

があると云ふ。 漁夫は 競つて この高債な海鼠を採取 す るた

め到る所の淺海からi探り壷 された観があ り,また その採取の

ためには屡 々身命の危瞼をさへも賭ける程であると云ふ。 筆

者は3回 の八重山地方採集 旅行に於いて遺憾なが ら%に 本種

nanas, eb nas

GER),

ananas

tripang

 KONI  NGSBER.

(CLA R K)



の生きたものを見 る機會をもたなかつた。

結 語

以」二つ とめて專門的記載を避け,生 時の外観 と,製 品によつても識別 し得べき骨片の特徴 と

を略述 したのであるが,こ ・に列塞 した16種 のうち

0)4種 は沖縄地方に産 しなが ら同地方では食用として探

取製造 され ない らしく,南 洋 地方では 他種 と同様に製品と して 取引 されて ゐる。 かの

の如 くつい近年迄棄て ・顧みられなかつた種が突如 として上 々品の原料

となるやうになつた例 もあることだか ら,向後 とて もなほ経濟価値 を有する種が発見 されるこ

とがないとは断言 され まい。 この他南洋産食用種に して沖縄地方にも棲息 してゐさうに思は

れるもの も紗 くない。 他Hの 研究によつて明かにせ られることを希望する。 なほ方言につい

て云へば,八 重山地方で ピー アカー(ピ ーは干瀬のこと),ス サバヤー(白 線 の意)の2種 が

あるが何種の海鼠を指す ものか今の ところ不明である。

本報告は,沖 縄縣産の蒸海鼠を各地点 か ら多 く集 めて廣 く詳 しく検索したわけでな く,ま た

筆者等が採集 した標本(製 品に非 ざる)の 検査 も完了して 唐ないのであるから,不完全な貼

の多いのは遺憾で,他日 機會を得て不足の ところを補ひ度いと思ふ。

筆者等の 八重山地方旅行調査の費用の一部は帝國學士院 と 日本學術振興會 とか ら支給 され

た研究補助費に仰いだ ものである。 また 本調査に用ひた標本 と資料 との蒐集のためには石垣

島在住の岩崎卓両 ・喜舎場永絢 ・照屋清榮の3氏,及 び行を借にされた江崎悌三 ・池田隼人 ・

馬場菊太郎 ・三宅 貞1詳の諸氏の御厚意に負 ふ所 が多い。 特に記 して深 き感謝を捧 げる次第で

ある。

 H. vitieirsis, .S.tic/iojus ckloro/aotr1s

.Stic/iopus variegatus

Holothuria vagabunda, H. marmorata
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KOMERCEBLAJ HOLOTURIOJ DE RIUKIU

 (resumo) 

Hiroshi OHSHIMA

   Tra la plej parto de Japanujo, de Karafuto, Cisima kaj Cosen is la soda 

pinto de Kju§iu, la sola ^nangebla speco de holoturio estas Stichopus japonicus, se 
oni flankenlasas la du ceterajn, nome, S. nigripunctatus kaj Cucumaria japonica, 

kies distribuoj estas multe limigitaj. 

    En la insularko de Riukiu, inkluzive Amami-Insularon, okazas multaj 
tropikaj holoturioj, dum la suprenomitaj tri ne estas troveblaj. Tie holoturioj 

estas kuiritaj kaj poste sekigitaj kiel „iriko " au „tripang ", por sekve esti el-

senditaj al Hinujo, kiel same estas faritaj en Holanda Orientohindujo kaj nordaj 

partoj de Australio. 
  Rezulte de mia ekzameno de sekigitaj komercajoj kaj utilo de l'studo de 

MITSUKURI (1912), oni nun povas distingi 16 mangeblajn au komerceblajn holo-

turiojn de Riukiu, apartenantajn al tri genroj, nome, Holothuria (kun subgenroj. 

Holothuria, Bohadschia, Actinopyga kaj Microthele), Stichopus kaj Thelenota. Iliaj 
lokaj nomoj kaj prizoj en la komerco estas menciitaj, aldone al sirnplaj zoologiaj 

priskriboj. 
Tamen, en la 16 specoj, la kvar, nome, Holothuria vagabunda, H. marmorata, 

H. vitiensis kaj Stichopus chloronotus, estas ne rigardataj de riukivanoj kiel komerce 
valoraj dum ci tiuj ankau estas ja §atataj en sudinsulaj eksterlandoj. Stichopus 

variegatus estadis longe rigardita kiel nemangebfa, ea venena, antau la jaro 1932, 

kiam oni subite ektrovis ;rian valoron, kaj gi nun faras bonegan prezon en kom-

ercejo. La autoro antauatendas, ke per pluaj sercoj pli da specoj estos aldcnataj 
al la listo de komerceblaj holoturioj de Rikiu.


